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　◆研究キーワード　／　Keywords

　◆研究内容　／　Research Pursuits

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（3）件

国際化が進むにつれ、グローバル化及び多文化共生社会を目指している台湾では、学校教育の段階では多文
化理解のための言語教育政策と「弱勢族群」（社会的少数者）教育政策が行われているが、その基礎づくりの
段階にある就学前教育や保育では全く実施されていないのが現状である。保育の中でも 2 言語・2 文化への認
識や異文化を受け入れる体制などが必要と考えられる。また、外国人の女性を中心にした新移民の問題が現れ
た。そこで、本研究では、多文化、多言語の台湾社会における外国人や大陸籍をもつ配偶者が抱える異文化教
育問題及びその国際結婚家庭の子どもの言語をめぐる言語教育と異文化教育の問題を検討する。

・Meichin LEE (2008) 「Measuring Reading Comprehension in Chinese and Japanese amongst Taiwanese 
Children resident in Japan」 『 Globe COE Program “Science of Human Development for Restructuring the ‘Gap 
Widening Society’” Ochanomizu University』Proceedings01:1
・李　美靜 (2008)「国際結婚家庭の子どもの日中二言語習得に関する研究―縦断調査を通して―」『社会言語
科学会第 22 回大会論文集』82-85.
・Meichin LEE (2009) 「The Effects of Differences in Language Systems on the Acquisition of Chinese and 
Japanese Languages」 『 Globe COE Program “Science of Human Development for Restructuring the ‘Gap 
Widening Society’” Ochanomizu University』Proceedings05:75

第二言語習得／異文化教育／国際理解教育／異文化適応
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　◆研究計画

　本年度は日本と台湾の国際結婚家庭の子どもの日本語及び中国語の二言語習得の状況と、その影響要因、適
応状況を様々な側面から検討したものを分析する。子どもの言語発達の過程に関わる社会や文化の側の要因、
家庭における親子のコミュニケーションや保育園・幼稚園や学校における教育的働きかけについてまとめる。




